




















なっている。第Ⅰ部は序論であり、第 1 章と第 2 章がこれに当たる。第 1 章では、本研究
の目的、そして考察の対象および言語資料について述べ、第 2 章では本研究にかかわる先
行研究全般を概観した。 



















まとめた 3 つのタイプ、すなわち主語を「は」、「というのは」類、「とは」という 3 タイプ
のマーカーで表示する例は、「形容詞＋名詞」述語文では 71%なのに対し、形容詞述語文
のほうはそれが半数以下（47.2%）である。形容詞述語文は、そのかわり無助詞（「ご主人、









































イプ（「N ハ Adj モノダ／コトダ」）と典型的にモーダルな意味を表すと言える文のタイプ
（「Adj モノダ／コトダ」「節＋モノダ／コトダ」）があり、その中間にはさらにさまざまな
文のタイプが混在している。その中間的なタイプにおいては、いずれも特性の持ち主を名
詞ではなく句や節で表す文のタイプであるほど、「ものだ」「ことだ」がモーダルな形式に
近くなる。本来モーダルな意味というのは事柄に対する話し手の態度を示すものであり、
それが文の形の中に反映されていると言えそうである。 
 
	 以上、本研究の全体を通してみると、大きく二つに分かれる。 
	 一つは、第Ⅱ部（本論Ⅰ）で行った「形容詞＋名詞」述語文の性質に関する研究である。
「形容詞＋名詞」述語文と形容詞述語文の類似点や相違点、そして「形容詞＋名詞」述語
文の内部の連体句の意味的なあり方に注目した。もう一つは、述語名詞からモーダルな形
式への連続性に焦点を当てた第Ⅲ部（本論Ⅱ）の「形容詞＋モノダ」文と「形容詞＋コト
ダ」文に関する研究である。本研究のこのような「形容詞＋名詞」述語文の性質の解明や
「形容詞＋モノダ／コトダ」文の総合的な考察への試みは、従来の研究とは異なった新し
い視点から行われたものであり、今後の名詞述語文の研究に一助となるものと考えられる。 
	
